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◆ 11月のＣＰ市場動向 

11月のＣＰ（短期社債）の月末残高は、15兆1349億円と、前年同月比で▲3836

億円の減額となり、14か月連続して前年実績を下回る結果となった。前月比で

は、事業法人の配当金や賞与資金手当て等の資金需要から、＋9937億円の増額

となった。発行残高の動向として、増額は一般事法で＋7240億円、その他金融

で＋1629億円、金融機関で＋1789億円であった。一方、減額はＡＢＣＰで▲721

億円であった。 

発行レートの動きは、投資家の運用ニーズが引き続き強く、前月と変わらず

0%近辺の出合いが中心であった。 

 

【新発3Ｍ物の発行レート】 

最上位銘柄（a-1+格）0%近辺。 一般事業法人（a-1格）0%近辺～0.004%近辺。 

その他金融銘柄（a-1格）0%近辺～0.035%。 

 

【業態別残高内訳】 

 
【格付け別の発行レート】 

 



≪ＣＰオペ≫ 

ＣＰ買入オペのオファー額は予定通り、8・15日が3000億円、25日が3500億円

にてオファーされ、合計9500億円であった。前月対比では、▲1000億円の減額（10

月は合計1兆500億円）となった。オペはオファー減額となったものの、応札銘柄

の減少も顕著につき、ディーラーが売り急がず、按分レートは前月比で低下した。 

 

【月末オペ残高：2兆3343億円】  

 

≪ＡＢＣＰ≫ 

ＡＢＣＰの月末残は、前月比▲721億円減少し1兆3029億円であった。前年同

月比でも▲755億円の減少となり、過去最低水準の発行残高となった。 

 

≪短期社債登録状況≫ 

証券保管振替機構によると、11月末時点における発行登録企業数はオリコオ

ートリースが新規登録し、1社増えて522社となった。 

 

≪ＣＰ現先市場≫ 

現先（S/N）レートは、0%近辺での出合いとなっていた。 

 

◆ 12月のＣＰ市場動向 

12月のＣＰ償還額は約3兆6200億円で、前年同月の償還額（約3兆4400億円）

を上回っている（除く、相対発行分・金融機関発行ＣＰ・ＡＢＣＰ）。 

今月の発行動向は、税金支払いや賞与資金等の資金需要により、期落ち額に

対して発行増が予想される。但し、四半期末要因から月中償還物の発行が多く、

月末残高は15兆円台半ばに止まると思われる。 

発行レートは、月中償還物で若干の上昇地合いを予想するが、投資家の運用

ニーズが強い年越え物の発行案件は、0%近辺での出合いとなろう。 

 

≪ＣＰオペ≫ 

今月のＣＰオペのオファーは、6日・13日・27日で各回4500億円と合計1兆3500

億円となっている（先月は3000億円×2回、3500億円×1回で合計9500億円）。 

6日のオペは、応札金額が1兆円を上回ったが、按分レートは横這い。平均落



札レートは、前回に比べ小幅低下した。年末にかけたオペレートの低下期待も

あって、ディーラーが慎重に対応したためと思料。年末のオペでは、年越え物

発行の伸び悩みから、按分・平均落札ともにレート低下が見込まれる。 

 

≪ＣＰ現先市場≫ 

ＣＰ現先レートは、投資家のプラス圏内での運用ニーズは変わらず、先月同様

0%近辺での出合いを予想する。 

 

参考資料 

短期社債月末残高（26年 12月～28年 11月） 

 

11月末発行残高ベスト 10 

 

参考出所 (株)証券保管振替機構 
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